
























Muscat of Alexandria grape berries are
famousfortheircharacteristic“Muscataroma”.






























































flash sampler(SHIMADZU FLS-1)to a GC
(SHIMADZUGC-14A)equippedwithaFIDasa
detector.Theanalyticalconditionswereasfol-











































































Linalool α-terpineol Nerol Geraniol
Juice 74.8 25.5±0.86 0.68±0.11 0.71±0.14 6.00±1.11
Skin 7.0 8.6±0.53 0.81±0.14 3.27±0.61 9.89±0.32
Flesh 87.8 20.3±3.7 0.42±0.07 0.66±0.05 1.98±0.76














































































































る linaloolと geraniolなど４種のモノテルペンが分析された．生体重100 ，３時間当たりのモノテルペ
ン捕集量は，皮からが最も多く，続いて，果汁，果肉，皮付きの果肉，果粒の順であった．皮からはlinalool
と geraniolがほぼ同程度に得られたが，果肉や果汁からは linaloolがはるかに多量に発散した．100 の
果粒を構成する各部に含まれる香気成分の分布をみると，linaloolは果汁に最も多く含まれ，geraniolは皮
に多く存在した．これらの結果から，剝皮または皮つきでマスカットの果実を食べる場合の，香りの強さと
質の相違を検討した．一方，果粒から発散するモノテルペンは，収穫２日後に主要成分の発生量がピークと
なり，その後減少して７日後には最低となった．この現象は，果実内に蓄積されたモノテルペンの配糖体が，
収穫と同時に分解された結果と推察される．
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